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３ 結果と考察 
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の関係性にも配慮しながら、授業研究や教材研究を積極的に行うことを重視してい
るのがわかった。 
  ○授業を参観する観点 
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レクションを行うことの意義を感じていた。 
 
 ３）授業参観（4 年体育）・授業リフレクション 
 ＜授業の概要及び背景＞ 





入したものが主であったが、所々に A 教諭自身の疑問や意見も書き込まれていた。 
 ＜ツリー図の作成及び考察＞ 








   まず、「プロンプタは聴き役に徹する」という原則に従うことに配慮しつつも、A 教
諭のメモにも記されていたいくつかの疑問や意見を授業者に尋ねていたことである。
例えば「今日の 1 時間の中でここが重要ってとこは？」と尋ねているが、これは A 教
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